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一体的実施における環境の整備

 令和2年４月に「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実
施」が開始されました。

 令和6年3月には保健事業の質の向上と対策の充実を目的に、
厚生労働科学研究の成果及び好事例、役割の明確化や関係
団体との連携等を追記した「高齢者の特性を踏まえた保健事業
ガイドライン第３版」が出されました。

 後期高齢者医療制度の保険者インセンティブによって事業が推
進されているほか、後期高齢者の質問票、 KDB活用支援ツー
ルなどの整備によっても事業が支援されています。

 令和6年度からの広域連合の第３期データヘルス計画では標
準化が開始されました。



保険者による「データヘルス計画」の標準化

計画の標準化

骨太方針2020

骨太方針2021

共通の評価指標の設定

骨太方針2023

効果的な保健事業の推進

国の政策における標準化の潮流
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計画様式の標準化

評価指標の標準化

保健事業の方法と体制の標準化

効果的な保健事業に関する知見

標準化の目的とメリット

 これから見ていくように、データヘルス計画の標準化は、まだ途中段階にあります。
 保健事業の方法と体制の標準化から得られる、効果的な保健事業に関する
知見の抽出が標準化の目的であり、真のメリットです。

成果が出た事業は、
どのような方法、

体制で進めた事業か
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市町村における一体的実施の課題

 市町村における実施上の課題は目標・評価指標の設定、事業実施後の評
価・改善策の立案です。

 これはポピュレーションアプローチでも同様です。

「高齢者の保健事業 基礎資料集」より

共通の評価指標の設定
効果的な保健事業の工夫



5

広域連合の標準化に対する期待

共通の評価指標による比較

効果的な保健事業の工夫

「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施 令和５年度実施状況調査」より

 広域連合の立場からは、市町村間の比較、効果的な保健事業の工夫の抽
出に対して標準化への期待が寄せられています。
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広域連合の第3期データヘルス計画における標準化の課題と論点

 中心的な課題は、計画様式の標準化と評価指標の標準化でした。

「高齢者保健事業の実施計画（データヘルス計画）策定の手引きに係るワーキンググループ」資料より
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広域連合におけるデータヘルス計画の計画様式の標準化

 健康課題の分析から計画全体、個別事業へと検討を進める計画様式が準備
されました。

 実際の策定でも利用されており、計画の比較ができます。

「高齢者保健事業の実施計画（データヘルス計画）策定の手引きに係るワーキンググループ」資料より
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広域連合におけるデータヘルス計画の評価指標の標準化

 これまでの高齢者保健事業の検討結果、ツールなどの整備も踏まえ、共通の評
価指標も整理されました。

 モノサシが揃うことで、事業の成果の適切な比較ができます。

「高齢者保健事業の実施計画（データヘルス計画）策定の手引きに係るワーキンググループ」資料から、最終決定内容に一部修正
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市町村の標準化のメリット

• 客観的に整理することで、計画の問題点、不足
点がわかりやすくなった。

• 計画の進捗管理・評価がしやすくなった。
• 事業の滞っている部分、評価できていない部分が
明らかになった。

事業全体の俯瞰・事業課題の把握

改善の道筋が
見えてくる

• 異動のある行政機関において計画の進捗管理、
評価がしやすい。

• 担当が異動をしても問題点の引継ぎ等がスムーズ
になると感じた。

事業の継続

• 優良事例を共有、横連携しやすくなる。
• 同種の事業を行っている事業の比較分析により、
より効果のある事業実施方法や工夫点、新しい
観点の評価指標などを知ることができる。

他の組織との情報共有

情報共有・情報
交換が容易にな

る

効果的な保健事業の工夫
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計画様式の標準化

評価指標の標準化

Plan

Do

Check

Act

保健事業の方法と体制の標準化

効果的な保健事業に関する知見

 効果的な保健事業に関する知見を得
るために、これまでの標準化の成果を活
用し、事業の客観的な評価と比較を
繰り返す（PDCAサイクル）ことが必
要です。

 事業の評価の基本に立ち返り、また標
準化の目的と真のメリットを意識しましょ
う。

事業の客観的な検証

客観的な評価と比較による知見の抽出

PDCAサイクル
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まとめ

 広域連合では、計画様式の標準化と評価指標の標準化を行い
ました。

 標準化によって、広域連合間、市町村間の適切な比較が可能
になります。

効果的な保健事業の知見を抽出することが、標準化の真の目的
であり、メリットです。

これを実現させるためには、毎年度、事業を客観的に評価、比較
する必要があります。


